
 

様式第１号（第４条関係）  

 

令和７年○月○日 

大洲市長 二宮隆久 様 

申請者  住所 〒○○○－○○○○ 

氏名 株式会社○○○○ 

代表取締役 ○○ ○○ 

 

令和７年度大洲市認定品等ブラッシュアップ支援事業補助金交付申請書 

 

大洲市認定品等ブラッシュアップ支援事業補助金交付要綱第４条第１項の規定に基づ

き、上記補助金の交付について下記のとおり申請します。 

なお、法令及びこの要綱の定めるところに従うことを承知の上、申請します。 

 

記 

 

１．補助事業の目的及び内容、補助事業の効果 

・○○○○のパッケージデザインを専門家のアドバイスを受けながら、高級スーパー 

をターゲットとして改良を行う。 

同時に、賞味期限を延長するため真空包装機を導入し、細菌検査等、賞味期限設定の 

ための実験を行なう。 

改良した商品を、△△△ショーに出品し新たな販路を開拓する。 

・以上の事業に取り組み更なる販路拡大による業績の向上と大洲産品のＰＲにつなげ 

地域経済の活性化を図ることができる。 

・別紙２補助事業計画書のとおり 

 

２．補助事業の開始及び完了予定日 

・開始予定日 令和７年○○月○○日 

・完了予定日 令和７年○○月○○日 

 

３．補助事業に要する経費 １，６１８，６５０円 

 

４．補助対象経費     １，４７１，５００円 

 

５．補助金交付申請額     ４９０，０００円 

 

６．補助事業に要する経費、補助対象経費及び補助金の配分額 

別紙３ 経費明細書のとおり 

 

７．同上の金額の算出基礎 

別紙３ 経費明細書のとおり 

 
（注１）申請書には、次の事項を記載した書面を添付すること。 
１．申請者の営む主な事業 
２．申請者の資産及び負債に関する事項 
３．補助事業の経費のうち補助金によって賄われる部分以外の部分の負担者、負担額及び負担方法 
４．申請者の役員等名簿 

記入例 



 

※氏名漢字、氏名カナ、生年月日、性別、会社名及び役職名を記載すること。 
５．補助事業に関して生ずる収入金に関する事項 

（注２）消費税及び地方消費税に係る仕入控除税額を減額して申請する場合は、次の算式を明記する
こと。 

補助金所要額－消費税及び地方消費税に係る仕入控除税額＝補助金額 
 

 

暴力団排除に関する誓約事項 

 

当社（個人である場合は私、団体である場合は当団体）は、補助金の交付の申請をする

に当たって、また、補助事業の実施期間内及び完了後においては、下記のいずれにも該当

しないことを誓約いたします。この誓約が虚偽であり、又はこの誓約に反したことによ

り、当方が不利益を被ることとなっても、異議は一切申し立てません。 

 

記 

 

(１) 法人等（個人、法人又は団体をいう。）が、暴力団（暴力団員による不当な行為の

防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）第２条第２号に規定する暴力団をい

う。以下同じ。）であること、又は法人等の役員等（個人である場合はその者、法人

である場合は役員、団体である場合は代表者、理事等、その他経営に実質的に関与し

ている者をいう。以下同じ。）が、暴力団員（同法第２条第６号に規定する暴力団員

をいう。以下同じ。）であること。 

(２) 役員等が、自己、自社若しくは第三者の不正の利益を図る目的又は第三者に損害を

加える目的をもって、暴力団又は暴力団員を利用するなどしていること。 

(３) 役員等が、暴力団又は暴力団員に対して、資金等を供給し、又は便宜を供与するな

ど直接的あるいは積極的に暴力団の維持、運営に協力し、若しくは関与しているこ

と。 

(４) 役員等が、暴力団又は暴力団員であることを知りながらこれと社会的に非難される

べき関係を有していること。 


